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ITUAJより

お知らせ～ ITU関連新規出版物発行～

　国際航海を行う船舶局の備え付け書類については、国際電気
通信連合憲章に規定する無線通信規則に定められ、日本では、
電波法第60条において規定されています。
　具体的な備え付けを要する書類は、電波法施行規則第38条で
規定されています。
　船舶局のITU関連出版物については以下の3種があり、その中の、

「船舶局局名録及び海上移動業務識別の割当表」（Ship Stations）
の最新版が発行されました。最新版が必要になりますので、ぜひ
お求めください。
◦船舶局局名録及び海上移動業務識別の割当表（Ship Stations）
　最新版：2026年版（次回発行予定：2027年4月） ←NEW！
◦海岸局及び特別業務局局名録（Coast Stations）
　最新版：2025年版（次回発行予定：2027年第4四半期）
◦海上移動業務及び海上移動衛星業務で使用する便覧
（Maritime Manual）
　最新版：2024年版
　販売価格は、本体価格に、ジュネーブからの取寄せに伴うITU
対応手数料、消費税、国内発送手数料が加算されます。
出版物詳細・お申し込み
　https://ituaj.jp/?page_id=187/#kaijou
　https://ituaj.jp/?page_id=803

編集委員より

　ITU会合に参加する中で、各国間の意見の隔たりに直面する機会は
少なくありません。それぞれの国の文化、習慣の違いについて、相互理
解の重要性を改めて感じています。本稿では、そうした気付きのご参考
に、私が滞在研究したことのあるスペイン・バレンシアについてご紹介
したいと思います。
　バレンシアは地中海に面したスペイン第3の都市で、温暖な気候と豊
かな食文化に恵まれ、日本人にとって住みやすい都市として評価されてい
ます。一見すると伝統的な観光都市の印象を受けますが、近年は5Gや
6Gに向けた研究開発が盛んで、産官学で連携した取組みが進められて
いるイノベーション都市となっています。
　食文化の面では、バレンシアはパエリア発祥の地としても知られていま
すが、稲作が行われており、米料理が日常的に食されています。日本人
にとっても親しみやすい食文化と感じました。言語面では、地域公用語
であるバレンシア語と、スペイン語が広く使用されています。例えば、公
共施設のトイレの表記一つをとっても、Serveis、Lavabo、Aseos、Bañoな
ど様々な表記が混在し、戸惑いを覚えました。
　年中行事としては、12月25日のサンタクロースに加えて、1月6日に三賢
者がプレゼントを持ってくるという習慣や、年越しの際に12回の鐘の音
に合わせてブドウを12粒食べるなど、日本と近いようで異なる風習もあ
ります。生活リズムも特徴的で、1日5食が一般的です。夕食は21時ごろ
から始まることが多く、食事会などもそれに合わせて遅い時間にスター
トします。さらに、送別会においては、送り出される側が主催者となり、
ときにはプレゼントを用意し、周囲への感謝を伝える場として開催され
る点にも文化の違いを感じました。
　このように、日本と共通している点もあれば、異なる点も多く存在しま
す。そうした違いの一つひとつの背後には、各国で培われてきた文化や
習慣があることを、現地での生活を通じて実感しました。ITUの場にお
いて、各国の意見が容易に一致しないことも、ある意味では当然のこと
なのかもしれません。だからこそ、相手の立場や背景に思いを巡らせる
姿勢が、国際的な合意形成において重要であるように思います。
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